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１１．．研研究究背背景景とと目目的的

文部科学省による「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（2023）」
では，中学校1年生における不登校児童の急増が報告されている。少子化に伴い児童生徒数は減
少傾向にあるにもかかわらず，小学校から中学校への移行期に不登校が増加していることは，

家庭や地域の教育力の低下により小学校段階での問題が十分に解決されず，中学校で顕在化し

ている可能性を示唆している（国立教育政策研究所, 2014）。すなわち，問題行動や不登校が
中学校段階で顕著になるとしても，その基盤には小学校段階からの「困り感」が存在している

と考えられる。さらに，知的発達に遅れはないものの学習面や行動面で著しい困難を示す，い

わゆる「グレーゾーン」の児童は小中学校において約8．8%存在する可能性が報告されている
（文部科学省, 2023）。こうした児童は顕著な問題行動や学習困難がないために見過ごされや
すく，支援が遅れることが少なくない。本研究は，小学校低学年段階において顕著な問題が認

められないが，思春期以降に問題行動や不登校として顕在化する可能性のある「何か気になる

児童」を早期にスクリーニングするためのチェックシートを作成することを目的とする。これ

により，移行期における不登校や問題行動の予防に資することを目指すことを目的とした。

２２．．実実践践研研究究

基本学校実習，発展課題実習で見えてきた課題から，教員が子どもを見る視点が共通理解さ

れていないために，保護者からの不信感につながっている可能性があることがわかった。以上

から，まず子どもの困り感への共通理解の必要性と，子どもの困り感を汲み取るポイントにつ

いて情報提供および情報交換を行い，チェックリスト作成のためのインタビュー調査の参考に

した。R6，7年度に赴任してきた教員の中から，担任の子どもへの見方に対して一貫性がないこ
とに課題があるという話題があがった。具体的には保護者から，「前の先生は大丈夫だと思い

ます，様子を見ましょうと言われたのに，今年は問題行動が多いと言われるのはどうしてです

か」と相談があったり，「本当に大丈夫ですか」と聞かれたりすることがこれまで勤務してき

た学校より多いという意見が挙げられた。以上のことから，「アンテナを敏感に張る」と言っ

た抽象的な言葉ではなく，より具体的な子どもの困り感の状態像の共通理解を図るために，当

該研修を実施した。具体的には事前に作成していた見過ごされやすい子どもの困り感に関する
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